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には 成幌公税当

市規、

定取額

定入 年中にの金
書 月区め扱に

す札 ４央

入円

資に ２北るい１

る
を載 条札未

格記 日３

出次
提、

否のは

要書者

」

参
札
入

の
定
所
り

よ
に

め

域改

水をにを

る」」

海覚

）北項

定同

指、

の
部知川

一道生

の

三

よ中

の堀項

次事

を事の

及計
び課札

央線 地中内 在市

所幌
区
北－
３

で問か火西

目
丁

７
西

条

入ず消午丁

、わに）７
北

に見税２

札、費後目

課道

加もの海

参積等時

者契事別

るた税庁

すっ
は約業館

、金者

に満
費のあ共

消額で階

しれ ）７関の

有さ 火西
ら目る数

なた か丁す端

条が

い金

者額
当 海にる

のに 日北件あ

し

）総反き た該 木道違と

た、 札額 ま合しは 入金

画入そ 、の で企

財 部札の

を
書
込
申

加

統は端 分 務

達

に
う

。
と
こ

る
す

出
提

る用

。
る
す也

正
改

税

か会

係税室 の に免議 分 等

事 る

５ 則 計、数 の 規

課に業

効額 に 第 課無金
相 とを

。
各るすり

す切 条当



８１

２平届北

月

称市規

日成出大仮見大

事規 ま

北輪小

で年項模）三模

月概売見７売

に４の小

１舗

海２要店メ－店

北
道日舗ッ

北 海

規域 北 川

大模なの 海

規小お生

浄忠

道

模売、活

水別

告

小店同環

場川

示

売舗法境

接旭

第

井市店の第の

合川
）忠舗設８保

立置条持 号

に川地者第の

」別

道 公 報

の 北

平指表

場

海

定平の

取

道

）成河

成 水

告 口

川 の 示年 」

一年の 第

海 改部４項

北 に

道 めを月石

次２狩 号

。の日川

告 る

第

の川 北

昭指表浄 海

和定平の水 道

）成河場 告

川接 年の 示

北一年の合 第

海部４項井

道を月石）

告次２狩」 号

示の日川に

号

生
糸糸

覚小小

平魚魚 成
十川川川
四
年全全全
四

か設

網のセほを

域域域

及ッす

支称ァ置

走名フ

の

工所ョ者

商びシる

庁
観ー名

働地モ氏

労在ン

到称

に名

課店は

光ル又

水ら項め

、浄法か２た

同

成規規慮

項場平大の配

模定す

石取
狩水

法売基き

川口年小にべ
き項

流に律店づ事

上」
改第舗
の、に のめ

）設該い

事る号新当つ

よ上

示

中第に大て

項。

う流

第
に
正事

改の 号
。 用
る中 共
す項 公

水

上、

東 当

市 該

川 が

旭 域

う流

第よ

忠 に
正事川

号改の別

。市

共る中川

公す項旭

用
水東

水

該市浄

が川楽

域旭神

当東

月）））

二
日

火

曜

日

すび

着及

にをに

」」」

提海び

う北並

よ所

る住
に

る事人

す知法

出道に

きは

でて

がっ

と堀あ

こ

５つ規意

別第て小を

忠条い模見

旭項出店す

川１届売有

市規あを者

川のが舗る

神にた置、

東定っ設は
に

浄りる面

楽よ。す書

のそり

場次がよ

水、者

汚

水 質

浄 水

栖 る

鷹 す

取
井 係

道合 に

海接 濁

北場

基

堀を 境

」 環

事） る

知

準

浄水

る栖取

す鷹場

旭 の

接を

汚北場」

質水口

水
に道合

濁海
」川

る事）別

係知井忠

基川

境堀を旭

環
準市

。

、る

めめ

改改

の旭忠

中
項
事
の
川
魚
糸
小

項
同

平
２

の

也者

。表

る達代
出成

イウエ届

来午駐４荷午年
日３

客前車かさ前月年

のき時月

が９場所ば６

口お周成

水との平
駐時

」り辺

を大地年

廃規大開閉

大

エア
模規店店 棄
等売小刻刻

物小模時時

型狩
也石 類

市 域

達川 水
大
アイウ

大

駐荷 規駐 規

さ 輪 模車台台 模
売売ののき

小小場場ば

也石浄

域市川

水達川別

型狩水

類

埼規成

大代大平

はアイ

規表株埼株

模者式玉式玉模

小の会県会県小年

株北

氏

売氏社さ社さ売 輪
社三
会市
式見

名

自施か 車
か車に午

場分動設ら日

利らのお後

を
用午出い

る９口荷ま

す後入て時

数ば

こ時のさで

と

う

きで行

でまを

が分き

保舗店午株株

の店売

る

会会

管の舗前式式

施施に
のいしア

設設お時社社

営小むイ

容運てまベ

の

午

法業はは

方売らル

量

う８９

関行後後

にを午

舗容容設

店店収収施

す

施数数面

内の台台の

舗
積置

面配

舗の

店設積

の

事
る

計す

合関

のに

店名いい店月

舗したアた舗

イ市新

にままベまの日
を

いら宮ル宮設

おむ市

る

小代町代町す

て原原

取丁取丁日

売表２表２

を締目締目

業

役 行役

者藤４島４

う番番

北
取

表
代

セ５ ッ地 メ番 見

帯が

間と

時こ

長
社

役
締

る者時時

帯
間

時
る

き
で

閉
び

及
刻
時

店
項開
事の 秀

の原号村号項

刻
時

店

称
名
は

又郎伸

名次治

氏

隆
藤

主

に
び
並

所
住

び
及

臣

四

て
っ
あ

に
人

法



項南沼別同

を目の湧協
合

りにをる川農組

削」
、改次も農業

平 東めのい業協及

成 川、よ農協同び

十 町留う業同組湧

四 農萌に協組合別

年 業市改同合の町

四 協農め組の項畜

北 海

協業郡長及町

さを

北沼び 同協夕あ」

合組郡ひ

檜町旭 組同張
市 山川

仁わ
街 町市 、合由か同

」 渡項町農
地 字神 北の

檜農 を 農を字業東

北居

山業 業削由協旭

協り仁同川

道 公 報

協 納 北

昭事新」同 海

務平篠を組 道

の成津加合

和
告

村え、 委 示年
託年農、渡 第

海）４業函島

北
道の月協館大

一２同市野 号

部日組農農

告

第

覧前

北縦平す縦午

関で

法時９

見覧成る

市期
工４か

商間年律間時

商２和午

部月昭ら

号

３

道

書覧海海

出縦北北

届
縦済走

の所経網

等場道
地庁

覧部支

月 同業る合項中産

二 組協。中農

日 合同湧業

項合内農同

の組稚別協

び大協合

中及市業組

火

萌声組項

同増留字同の

毛

曜

農小村」削

町郡問合を

東

日

協町品、

川業平字をり

町

同 に 同、」組南
協 」同

合檜条
組 改 組北を合１
合 め長

町張丁 の 沼 、 、山夕５

銀 松 や農郡目 項 町 若 ひ

旭に 削 座 農 ま業由」 を

同町川改 り 北 業 南協仁
同 業組本市め 、 １ 協 農

目旭 組 協合町豊、 丁東
４正 川 合」 同の」岡旭

合業業

示

農 のに 組項に

次の協協

第を
の項同同

う次合合

よの組組 号
改知七 海
にに、、 北

す函農町 農
正新内飯 道

。農協業 改
る館業農 業

後

協組同 資

業同協 良

業日

観年５

光火法時

課）律

ま

か第分

ら

で

日だ に ２た ） 月。 号 ８
定し 規

産工
域商

る ）北 す 金、

川湧十

課
光

観
課働

業労

池

４組小」別勝

西同字

南の町農田

号合平を町

」を内協農

１項稚業町

り大組協

を削市同業
合

小声」組

同、字合同
め項

東町村改の

平問に

条農
町業沼、中

川農字

、な１業 業 項改 合中、
削、 厚同が丁協 協 をめ
」組 組 り沼 沢ぬ目同 同

町北農を合 合 、田 部ま
仁農

農檜業加及 の 由町

北 中 町業

業山協えび 項

字組旭野 農協

協町同、

同

協組

組北合川農 同 業同
項農協 同合

合檜の市業

び」中業同 東 組の

及山

、 付

組、合 貸

同合組 金
特

北内原 業

古砂 事

合木
業業 会

道農農 別

海町町
組 属

同同 に

事協協 計

知

、、 る

館合合 す

堀函組

で市 休 ま見

宮上渡 歳

市

をは 日

時 。 日８ く 曜前 除 日午

） 、
土

国後

び午

及ら

日か

曜分

西協川芭

民５

１組に農川

町同」露中
央定

丁合、業郡

北

土地め 海

区た

同同

道

ほ。

地
告

場
改
示

整
良
第

備
法

瀬を協組 旭 合項
同同合 の川 の
合本項

町瀬組の 項次町

中に
よ

農
北

土り就平 海

、平成 道任 地
夕成 告改年 張 示良

月 川年 第法
水４日

町森 金

達前磯島 入

系月

農農 の

町
也

散

収－業業

北

占し 海

た平

就平

道

。成

任冠 成

告村 年示土

年 月第地
改 日４

の時

月

祝

役当退平池

の

にま

日分

土

任 員平麻成田

の成土

地 年 地 就

改 月 任年改

及４良日良

び月区区

北

土

池

海 田

道地 町

告改 字

示良 大

第

」

法 通

昭 を

担 号

同監い
和

］
第型

律成
法育

年手

事
小整 第
画 ）

区 号
理

昭

野林、 条

土２ 号

地日理理

和

事

律区監

法良・

年改事

合の

第連
か別事

次氏西 第
、 ）
ら 号

の

良

と村 条

２ 号

監

土 ・

、 事

は 理理日

区
法 別事

良 の

改 事

地
和 氏小

昭

南

の事

任日理理

退２

和年

別事

あの

が事

出監

届・

昭

友
氏安

。
た

っ

号和

中
町

第 田

律 池

法 郡

年 川
字

本第

別）

利号

町

の
用 項

政業 １
農 第

」条

夕） に
水 定

排 規

弘雄用
、

市郡事 り

唄張） よ

美
字由業

五

地 土

美町土 営

上仁の 道

三改 地

唄中

名博 て
役 い
り明 お

お に
任北住夕 す
就 用

の 準
員

由 法
届道郡 同

の海張 る
が事仁 第

出知

あ町

名夫

法

た内 第
っ堀岩 条

第
律

住中
池海 第

郡北 ）

川号

田道
堀 項

信１

字事 第

町知 条
の

取

麻

海当

北郡
川
住上

名榮

第

区

堀２
央

事中

知町

道

に
改

り
よ

に
定

。規

るの

め項
お

と
の

次
、

川良 改
事 良 番
地番業

中を
画 岱

地計 蕨

。
項

所１

也の 定

地 規

達番 の
に

規

也 り ２よ の達 に 地定 番

良
改

地
土

り

也所

達

解

所

区



１ 北

次 海

の平入 道

と成札調パ調 告

に達ー達 お 示

り年付をソを 第

一４すすナす

般月るるルる

競２事賃コ賃 号

争日項借ン借

北 海

正 北

平す旭 海

る平正 道

。成の

成
告

事 示年

年項 第

海４を

北
道月削

２る 号

日。

告

道 公 報

し

別ぶ
こ

越

当春余蘭旭

太日市郷正

の

第

北

次そ地 海

のの平 道

地関成 告

区 区係 示

に書年 第

つ類４

いは月名

て、２ 号

、平日

号

関す成

の供平

そに
覧

平係る
成書。年
十類４
四は月
年、２
四

札品ュ品

入物ピ物

北日

等ー等
台様

下名５仕

以のタの

称

入及等

と量当入

」数月

札び１

示

。の明

うり説

いた札

第
号

ほ排

業
事

良
改

地
土

営
道

土場水

農土水畑農中客
間、整、

地地、地道山
暗地暗備暗

保改暗帯、

ょ合き域きき

全良き総

整総

）

備合、整ょ総ょ担ょ

整客備）合）い

暗備土整手

き）畑備育

ょ担地成

整手ん業］

、いか農型

地育が用

道成事

営
日

業 良３
改月

地４
土年

のら
業か

事
土

良、
改間の 地日

月海

二道

日

に
庁

支
狩

石

火

え
備

曜

い
置

日

）よ

を価に

）単書

、
て

。道

る海

す北。

施る

実

決

北 の
画

計
更

変

堀
事
知

堀 部
一

事 の

知 ）

道 定

海

排画

）成い用区

の
次

を

業、理

］農水整

型、

整業

業用場農

農用ほ、

排、、用

用水備用

用排
道道

海海海

北同北同北

更縦種

変の
業般

事一

道

供道

海画に海

北計覧北

める事類

知定す知

道を

成
平

覧
縦

堀。堀

た。

事

ら
か
日
３
月

４
年

也
達

、
間
日

８９

落北項契要入入

１格
書参参

海 札の１約札札

の定当作加加

道 者規月

込望

務 決にた成申希

財

改

也 に
う

達 よ

定よりの

５６７

札交交便め

入入入郵認

付付はい

保説又な 札
札

方報の

金書電も 保証明

支

狩志川

石後上

はの場

３４

庁庁庁

支支

約海札入入開開

契北入

項札行札札札札

条道執

示市場場日場日

を幌の

２

所

也也
場

達達

納札の平格道納

入次資
有行し

にい成をが入

入参ず
北る指賃

加れ年すうた

縦
の
般
一

場すに

要書者

規 期期
入約

納契

法定単否のは

則 方りの

和た）出次

昭め価提、

予をに

て所

北価っり

年定もよ

道入定

海格
則月入

規１札の

た効参

第当有札

付所法よす

、交にと

証
す関入。

除にるる

金免

札
場

。る海海の

るす北北
幌産で

項札水所

事道道
る

央部す

中務付

市林交

及所時所時

す中所

区漁

北日

所区び

場央

海海成にに

３時北北平
同同

条
西道道
本４。。

６札庁年じじ

目市庁月

丁幌
中舎
日 北央

物

るも海こ名借

海区階

告。争品

所者該道と競

第札つ

必す示入に

に当

にい

が北要る

有海なこ
及す、

り道資と号関て
速

る産びる迅

得水格。

をア

務成名な

。林平指

部

内

平平囲

日間

漁年停フ

で

成成
月月成

５５平

年年、

１１
か４

日日年

札込

。の入申

号りな加

）限を

下価に書

以単
）す 務制。出 財のる提

」範たこ 則のしる 規限
で落 い内を。 と囲者と

条村
３漁

北港。

あ札 う

北午

目係
丁整
６調

西課

水３水前

道
産条産

部丁部

務６務

林西林時
室

村議

漁会

港号

漁目１

さー

港北止タ

係
整
調

課

課告てー

村道れサ

漁海

可

９いが

第なス

示いビ

定こ

規。な

にと能

号こ

ら月

物
る。

すと

平
を
成日

当
月に

３度
年限

ま契
日該

六

者 。 だを
た間
。期

で約

最す 第てと ）っ
低る

借
貸
賃

の
品

第価
の。 条 こ

算る
予す

、長
し延

の 範と
の



１２３

道路道区空
知 路路

平 郡 の線の番

成 奈 種区１

十 井 類名域地

四 江先年

町か四 道奈ら

北 海

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

和面間４

昭

は、月

、一２ 号

北般日

年

道 公 報

所の細

者契こ詳

イアイ

、

札あに入は

落で約名

とかすの入 在 者る関札

事称地行説

なをる執札

っ申

第

号ア

開に入る捨税
た業分 札掲札落額て事

額加金者の の札 げ金を

時決 る
に定 入等算額で
る相

おに 札にし）あに

当 及係たを

号

所他

期場

の 出出
提提

そ

字

限

月 道井樺

二 江戸 奈

日

変後

線
臼間江浦

浦郡 井

火

前別
更の前

曜

日 敷
地

建覧

第道縦

律海の

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

者出を、書

たし務は明
開よ

はる担北郵電公に

番番する

、こ当海便話

る水号号る。

落とす道

決組産。

札。
定織林

後の務－－

速名部

－ や称漁

か及港

にび漁北

す

てた びる金もか当

い

て税る

、っ こ消額っ免

２て の費

業額

には 公税当落事金

金金者を

規、 告及該札

定地額額で入

定入 にび

る書 め方にとあ札

す札

かに

資に る消１する書

未のを記

格記 入費円る

さ に満で問載

を載 札税

有

北北

しれ 関以の、わす

道道

成海海

平

務

月市林

４幌産

年札水
中

３漁
北港

区漁

日央部

の
員らで

かま 幅
延

よ

札 に

道 定

海 規

国重
長

現道 道

木海 、

土北 り

幌

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

い の

置 次

え を

備

札内 費在課道

消所村海

等整幌線 税地調

の係市

課中－

税央

あ西

で条

者３

業北

事区

す下端入ずる
か丁

る６

い金 る数札、こ

なた

積。

者額 条消がに見と

税る加も

のに 件費あ参

た該 違等とすっ し当 に

は者１ 入金 反」きるた

の たい、は月 札額 しと
入うそ、当 、
財札。の消た

の の 規は）端費り 分 務

取金等契 ５ 則、の数税

係
丁整

６調
西課

条村

無

道

の

の間
と区
等複
道

目

ベ場

ら成
か平道

日路

２
月線イ

間４ル

週年ベ線

示
告也 り

、 お

て達 と

、

変

北

道そ 海

路の 道

法関

班上上

告

係

と川川

示 小郡郡

昭図 第

地川川和面

班東東

は

２３

業
事
税
免目

先町町

先

道路道区上林地川

１
の線の郡か
管中 路路川

川上
署森 種区東ら

理部

約 に 第

町川
事林 類名域

効扱額に

相 といを係金

すり課の

す切る額 条当
更の

。
各る

北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

和面間４

昭

は、月

臼

２中

で ナ
ま キ
先 字
地 町

覧停

縦野

の良

般日富

一

知

る供空空

す
供

に名車
富富
中中 用郡郡

。知

年、 号 ま

法北 で

建

地地第道

番番律海

先先

設
路 第道 ） らで部 号 かま

整

管

項及 ２ 前後課 第備 条

署 道旭有東
区理 国郡

業

道川林川

岳川国 班業 旭上町 林事

温中有 と区

泉部林 小
前後

変後

線間森班上林

前別
更の

、一２ 号

道縦

律海の

法北般日

年

建覧

第

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。

イ
ナ

ス
ウ

及 １

課 第

備 条

町町
野野 開良良

後後

番

始

先

海地地

北７４ の番番

知かま 区 道先

七

海 規北 のび

堀
間
事らで

定道 に旭 よ

で、土 まかまかまり川
道業 の現 次木 でらでら

所 路に の備
え 供

敷
地
の

員らでら

かまか 幅
延

に

道 定

海 規

北 の

び 項

長

道

木海 、

土北 り

川 よ

旭
に 区

所事 の

業知 路

現道

え を

備堀 域

らでらで

かまかま

用成

供期平

達開
始 也
の日

告 す、 始て 開い を置 用

と区
等複
道

国重

。示 る

お

て達 と

い の

置 次

の間 変示
告也 り

、



の業

第表北面農

律公図

す平海
土お域

号る成道と地

）。

千幕

９４利変

第年地り

第２基し歳別

条月用更

日本た市町

北 海

道

幌海

長札雄今南下北

部地 白武金幌川土 市 万

基

町区町町町町用
利 石

本

道 公 報

平道

し海市札札共

定北

幌幌 た

会）和 市市 。成社区

町

４献村平

年貢町北豊

日
２

月賞名区区

第

東上表
道

道道海

道道北

旭 良野則

富良規

山富彰

中平 野

号

道
道

平十
成勝
十

岳 四
年温

四

おに別

に画登

項計。、
狩

準さ石

て示、

い図市

の上

る次、

すた市

用れ
に、

第町町

条市磯

同

川を
画

八柴原柳折山計

基徳繁久成
平

木田内
四

月
３

一実男博雄郎年

同同同同同同

崎上

名
氏野山矢

更
変

日

男

体里

団正繪義

は
又村

環 掃

活

功清同生

名道子

車

富成 停

事境

績

良公

ま規
道

海

線線北

野年 場

市 良 良良で則

富富富野
字 野 野野第

鳥 市 市市
鳥 老老）

沼 字 字字号

節節に

泉

番 沼
月美 二

瑛 日

上か地

線

火

郡上ま

川ら先

曜

瑛郡
美川で

日

のる飯

項係七

幸瑛
町美

に北地戸

定業、

規農町

森、

り道、町

よ海域井
部

の地茅

そ事林南

、知

留

をつ、

旨に町

要堀域

利
土
国
、

で
の

た
し

次い

法
画
計
用

功

功践 内

実 業化 の浄

昭

基

堀
事
知
道
海容労労

北

布布

づ １

く 地 番

表

５４事 地

番番知 先 ２

先先彰 路 か

地地表 道 先

らで地受 富

かまの 敷 ら

町

の

同同次
を
者

良）賞

丁
目２

丁町
３中

町
番目

地番
先

町

と、蘂

の達て辺

成
平

１
りの、

お也次

概務こ親

業事業

事アイ
対

名容もを

要内ど子 業

和

を

と成

概の平
次

４

法
年

お

３
也

達

ロ月

要プ４
り年

１
決
り
お
と

時所
日場

２

に平事

備北、定

に日規

置道のよ成

え海次

い社とる

事り知４件

て会お通年

覧業争が月

縦

森
林

象

苫上」
面
図

域の

地次

者とす

平のし加象と
対

民践参のする

成道実た
集プロ

年がへ加募るプ

境結体、ログ

度環と・

ラム

境問び験プグラ

環
をけのグム

の題つ型ロ

近このム

事身る次ラ

村

ー日
ポ２

実なと環の

業

内ゆル

岩らザ

会あ

公

を

、の出

院形提

病るの

為す

福行請

会議要

社争

事事祉
人行。

法をる

祉

平

る会協人

成次す社業法

の 労そ

函海

働の年事全福会北

場法館道

条他４業職祉

要９に人病社

件の月所

、事

労求日お北院会

、

前て道社業

働に午い海

会

境す０、社会協

環関

協議あ２

改る時北会福

に

賃

す病為た

供会行っ日

う引

。労行金

る院を。
労等

合、げ

組旨上

）働

に

執係求

央関要

中働の

野略

牧良省

小富は

行調

川下北

深、、

、町し

市

合

伊、総

、町道

市川海
、部

、町画

市来企

達早

ので学行

施もが境進

北

しるプ理

務とき習管

業

ラ委

受うグを

てよロ等

めどにす

止こム託

け、
らて

具かい。

、もつる

。
北う

な人企

的大、

体

会
社
道

海

告

事

と知

会道

協海

業北

事

以海事祉富
会

協堀

や
う

野

の争降道業法良

善係
問会会北病

要本社協人
広道、

に題事帯海院

求

会

す決協病社社

関解業
至病、事福

るに会院会
会協法

争る院社業祉

係

祉小北

で働福会人

ま労

委整関

期合法樽海

の組

長る

員法す

横和争

昭係

山
第知

仁律道

久法海

年北
事

雄
か

広広土

平第
、）堀

ら号

当策

、対

市町水

島尾地

島係

福関

、び

町及

別課

八

ま画

野域

大地

、庁

町支

全対成

保を作

境での

環

所達

療
診

動と参

活象、

組北院社

間の人病道

也 会業

員道社事

合海、会

従会福協

が社

成
条

の
月項也

３１
年第達

コ興

セ振

ニ部

、策

町政

、
町課



４

持企平提持の契
そ

平 参画成出参他約

成 場又書 又提

十 は案年所は作

四 郵書４は郵成

年 送の 送の月

四 に要 提

北 海

出

フ説平）交資平提

で

場

成 ァ明付格成

ク書場審
申４は

年 シの所査年所

４ ミ交は
請月
に

月 リ付
期に書

道 公 報

３
続担郵北電

イ手

番道番

業本き当便海話

務課号環号

個務業等部

の理を境

々処

生 プ能処

ロ力理－活－

第

２
参アイア

環

資画環道定環

加企選
学在境

格提境内基境現

育事習の問

及案教に準

へ

選の・業プ環題

び書
定提環のロ境

号

境期

環環環行
履

ウエオ
活

育習全

教学保限

境境
導ロ動平

指プ

月 書出日同書否

二 留期じ留

日

に

便等）便

郵限木。郵

る５る

限後限

に午

火

）必）

。時。

曜

よよ

に着に

日

２

。。

るる

間同の日同 日

－及じ提じ

び。出木。 火
場期）

か 所限午 －）

等後 ら

５
必 日時 ８

で
ま

）
月着

部 グす

環－ ラる

ムた境

のめ札室
政内 的専市境

目の幌環

明性央策線 が門中

確、区課

と組北－

な織３

本グ問の
て制西

っ体条

準者学拠ラ題関

基出境
もの幅を

に習をムを心
くめ

求主つ内広高

要を

日

るると、、

すたこ容
的生

格務角常

資業。多

いえ実

て捉で

しに活

と

者グ交成

養ラ流

成ム会年

セ企
ミ画月

ナワ
ク

ーー日

プ
ッ

ョ）

シ木

か
時

９
前

午
は

間
時

付
交

。
か目

る丁

い等６

午
ら

き

でのべ

者もす

るた践
てを

こっ動

るな行

あと
。の
かも
るす

。い促

と

の供

っ
な
と

北

建位そす 海

置のる平 道

を関。成

築
日基
指係 高準
定図年 支

し面４

法
庁

たは月 告

５６７

ま
時

５
後

契一一平特

約般般成定名所

調在 の競競

相争争年達称地

手入入北契

１２３４
円方札札海約

札氏住札

落北落平落落

者金

札海札成

に道者
３氏

係渡を年の名所額

い
て

特合定月名

る島決

。
か
る

北

次 海

の平 道

と成 渡 詳

お 島 細

り年 支

一４

は

庁

般月

、

告 企
の

要関３そ

２

昭 をじ
報同
情に他

連

。、 示

日日

和
第

高 ３

支

年
号

済

第経

律庁

法

部
指 第

設 ）

建 号

導

海海

をの道に北北

課 条

定告島す道道

決公渡関

た庁事島館

し支る渡函

続示を庁美

手告務支市
部丁

１当務４

第担総原
課番

組務６

る総目

号す

及北北

織

定同し

住道道

役庁た日び海海
リ小

の清所ク苫

務舎日

及務ン市

称業ー牧

名掃
び開表

式丁

量階株２

数地発町

競２

２社１

ら会目

か

示

争日

画

第

入

提

６

札

案

号 に支

明落

説り

るよ

係に

庁

。定

る決

よを

に者

書札 会
照

の
め
た

る
す
手
入。

５

河 第

浦 項

び １

及 第

先

に

備 定

に 規

場 の

役 号

町
え

九

、 次

て 、

い り

置 よ

の 階番

地
在
所
び

及
称
名号

式
一

）
で号

ま７

告

海
北

。
た

し

示

と

一 の

松
長

庁
支
島
渡

道
田

路に
覧 道

縦 り

の お

般

光



２

所札ー

一平契落パ

アイ

に在にソ

般成約名

競

するル

争年関称地係ナ

北品ン

札海る物コ

入北
の道事北

北 海

契一

アイ

平落落

約般 成札氏住札

の競 者金

相争 年の名所額

手入 ３氏
１及北北を

月名円方札

道 公 報

１ 北

次 海

の平 道

と成落総落 教

札合札 お 育

り年に実者 庁

一４係践を 石

般月るア決 狩

競２物プ定 教

争日品リし 育

第

者
請

道道道申

３４５６
及
所 ののの住

の

路路路
び 位幅延

号

指指
１２

平定

成定
十年 四
年

月
番

四

道のュ

公教務海海等ピ

庁担教札名ー

告育を道
す庁市及

石当育幌称タ

央数式

教る石中び一

狩
育組狩

局織教区量
ほ

示名局３

告の育北台

１及画西か

第称企条

号び総７

し

住道道定

日び海海決
続

通市手

興幌た

所日札
社通

会大
式区

株央
信中

入等ケた

丁
７

東

局

札のー日 告

に名シ 示

よ称ョ 第

り及ン ５

落び 号

か

決ほ

を
者量式

札数一

定
し北

置員長名
氏

た海点

道
教
育 浦有 浦

河限 河庁 郡会 － 郡

石 浦社 浦
河、河福狩 町士 町

教 大商

町通事 － 堺

育 １ 西
月
二号日

日

建成
日平

指

火

３
第年

曜月
号

日

目

地
在課目

所務丁点

日

地
番

長
局
育
教

狩
石

育
教

。道
内

大

局

丁目表

３丁代

告 取 目

示

紀
幹

士
３福
の
地役

番締

長
庁
支
高

日
道

海
北

４

田

札徒札

平契落生落

アイ

に在に用者

成約名所

決

年関称地係机を

北する

契一一

アイ

落落

約般般 札氏住札

の競競 者金

相争争 の名所額

手入入

３
計

主

氏

机札成

契落平落平

アイ

約名所札

者 に在に
る決３

関称地係台を年

す

契一一平

アイ
落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年 名所額

手入入北

弘
篤

者

札成札

落平落

者
決３氏

を年の

定

道事北北品し 台 海る物

道の日 ほ 教務海海等た

庁担教札名か 育を道
す庁市及点 石当育幌称

組狩央数

教る石中び

狩
告の育北

局織教区量

育
第称企条

示名局３

及ビ北をの

名円方札札

住ネ道定告

びジ海決公

ム市手

ジ幌た

所ス札し

通
会本

式区
株石

キ白続

かし１

る物ほ定月

４
社

た日

事北北品

務海海等

担教札名

を道道の点日

中び

す庁市及

当育幌称

織教区量

組狩央数

る石
称企条

名局３

の育北

富東をの道

円方札札海

通都定告育

士京決公教

手狩

ポ川た石

サ品し庁
局

ア大育

ト南続教

ー区

第

サ－示

ド６告

ン井
ー

住

た日び

し１及

定月名

号び総７

３及画西

所

日

北
目

丁

地
在課目

所務丁

び総７

及画西

号
１

番
１

ビ－２
地
在課目

所務丁

社
会
式
株

ス１号

一
〇



平
成
十
四
年
四

北 海

北
チ 他本部交 道 事の

海 そ

金 レ

政・ら ク付 の部か

農 体そ収 務団ン

治支の

道 公 報

１
．政

年 資 収

分 金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

第

契一一平契 落

約般般成約 札

に の競競 金

相争争年関 額

手入入北す

をの道事

円方札札海る

号

者
成札氏住

平落
アイ

株北

月名
３氏

年の名所

１及

月
二
日

火

曜

日

進の入 推他

政 ）の

耗
消

費

会件 議

局人 協

経光
熱
水

支常

費
備

・
者

あ表

公 の る

職 団名の 体

総

告日
月

報年
） 称類

種

収

収

庁担

定告育を

決公教務

続教る

手狩す

た石当

し

第称
示名

告の
局織

育組

会道

日び式海

号び
４及

央
中中

田市
幌

所社札

住

９
東

条
店２

商北
二区

一

費
動

活
費

品
務

事

経
品

所

費費
計

出

組

額 支

越 ・

前繰

入入額

織

総 総

年額

の入

出本収

年
出額

額

支

９
目

丁

地
在

所

関
係
費

費
業

事
行

発

選 政

費
業

事

挙
関

機
機
紙

誌
関の

翌繰

発
伝 の

紙 治宣 誌 の

会

員

・

額

員
党金

年額
越

数 費
個特 収

びか公 北

政支ら表 海

出訂平 道治
に正平成 選資
関の成 挙金

年 す報 管規
る告年４ 理

報が北月

正
委

称地
在
名所

アイ

ー
ィ

テ
ー

パ
研

計
小

費
業

事
政 行治

資 そ
金

内事の
他 の 活の 他そ

の
費

業
調

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

告あ海２

法
員

書っ道日 会

にた選

昭
告

つの挙

和
示 道

いで管 第年 選て、理 法
、同委 号律 挙

第北法員

管海第会
告 道 理

クの第北 ）
チ条示 号

委

海 第レ規

育幌
教札
道道
海海
北北

育北
教区
狩央

石中
庁市

企条
局３

交
費

究
付
金

経

一

費一

の
交
付

動
訳附

寄
査

そ
の
他
費の

部
本
計支

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

員道 ン定
農に選 条号

会

推づ管 １の 政基挙 第）

告

部 進き理 項一

示

次 議政員 規を 協、委 の

と の団委 にの 会治会 定

り 計の長 づお 会体員 基
政訂 責収 く

総７
画西

者報 治正 任支

課目
務丁

金
）

無
」

へ
部

訳金
入

借

等況

産状

資の 上。 書 体岸る 告橋 団す

幸旨之 入裕要 収

の康 の
及の



のか
党る

政あ否同同同

で別
の 部

か 支
否

北 海

北

政

に

海 改

道治 め

選資 る

挙金 。

管規
理正
委法
員
会

道 公 報

付 部か チ本部交 道
海

北

そ収

ン

支の金 レ

・ら ク
農

第

政

他 治管分事の 金年そ 資

務団 届治 体 団政 団の 理

体 体出

号

を
１
収

．

平入総

成及
十び
四支括
年出

四

海橋原地

政北高福菊

の

後

歯幸ぐ紀

治道昌つ敏
後会

技援こ援

団科後ひ

名

盟

の連会

士援

体工会

昭

称

告和
示
第年
法
号

第
律

条
６

第
）

号

議

人 協
進の入 推他

政の

費

会件

経光
熱
水

支常

費
備消
耗

種局 名の
職

公 の・） 者
収総

告日
月

報年
） 称類

収
月あ表

二る

日

体
団

火

曜

日

野

幌宇樽良

主札古小富
内北

北神桃市 た市郡市
村丁沼

北内１大 る

区恵

事条大目２

西字

第

目内地 丁恵 務番 ４神

治
政

る
よ

に
定

規
の

項
１

の
体

団

品
務

事

経
品費

所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

出額

額

支総

所３村
番

在す
び

所ゑ
号地 の８番

設

代東五福菅

地館
旅
や

立
の
届

っ成
あ平
が
出

た
、月
で４
の年

選関 政

係

挙費
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

額

員
党金

年額
越

翌繰

発

数 費
会

員

・
個特 収

氏

浩次 の
者嵐原原

表十

氏安米七遠

名賢二彦等

秀 任 北責保田戸藤

計
会

の
条

７
第
法日
同２

海隆 定
規
の
項

１
第
２

政パ 行ー 治テ 資 そィ
金ー

費
他 の 活業 の

他そ事

の

計

費

小 業

内事の
調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

道者

挙成
選平の名之樹博隆

管
２志川

理年届事後同上

局所所

員月支支 出務 委
長
員

委）
会分先

き
づ
基

に
、
そ
の
称
名
等
を
の

次
と

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

一
二

之
康

橋 お
公
り

無

。

」る
す
表

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



ど田由

みく同同花自同

しう千民

ず

平 ま昇賀主

成 清後志党

十 後援後倶北

四 援会援知海

年 会会安道

四 支倉

北 海

本西

同東同藤同本日浜
産後

孝弘哲共豊

川田禄
函会

援援後党援

後後英
区

地
会館

会会援

道 公 報

治民行

由本

政自同同日

海政 団北北士

党書

主政

体札支連

道道治

海

第

届 北

政出 海

が

同同同同

道

あ
治
選

っ
資
挙

た
金
管

の
規
理

で
正
委

、
法
員

同 会

号

否同同同

月 部庫

二 支

日 部

火

曜

主同代会主同会

日

委

責責 るる 表計計 たた

会主代主同会同代
会

員

責責 るる 表表 計計 たた

東合海 の市連北

幌部盟

部
支

一部 名第支

区会道

表表 計計

異会代会代

称

法
昭

責責

告

第
和 同帯喜博

示 広多愛

７ 第

条
年 の龍会

法 未一

の 号

拓会第
第 を清２

律 来農

陸く１

会規 第

民の ）

別市項 号

美

山明石恵

に 条

議定 ７

十ろ・

克のひ子

本日井
ト

支をすッ

を勝やネ

己
る経み

すえ治か

援考政
究ろ

手研ほ

勝会済し

る

所

務務 任任 者 事事

会

連

所所 のの のの の者者 所
地名名地名

在在 氏氏 氏
山遠田

亀檜森片久虻元

上大倶

郡郡石郡郡川

田

事事

飯ノ秀勇成知聰

七

者者 所所

務務 任任 者者

氏氏 所所 のの のの のの

名地名地名名

在在 氏氏

千金千同畠小吉

千緑

西市市沢松田

歳歳

者者 動

町代町末倶義

幸

氏

のの 事のの 者者

任任

項名名名名

氏氏 氏
典隆

藤村戸藤

佐北神佐

釧き 定
づ 規
基 の

異英直

よ

寄広川路、 に

足帯上
西清末の る

郡市郡市そ

町称 治

別３水広名 政

陸

体

新南熊２等 団

町条町

２丁目次 の

町８牛丁を
の 届 区目

と 出

広東

富帯帯河

番札お 事

市西西上

野市市郡

良広
南町

町条条幌

幸７６士
東

４南
－６
丁丁２

目目線
５

蔵字町明

町国町安

帯の

３

本字都南

字町行

町大

条 留番東 地１ 番

丁 地－

目

丁等町丁吉子昭

１田３
丁１

目１目

彰

２
地
番号

地９１

番目番

地幌り 項

動
新

明人臣一

釧
ザ動す

ラ表 異

プ公 の

階成

４平

ル。

ビる

路

広２番
河近浅仲月
４
年

入津石砂

内
館
会
設
建地

山遠田

亀檜片工久虻森

大倶

郡郡石藤郡郡田

田

安

飯ノ勇啓成知拓

七上
字町蔵子字町次

町国町

井千同高井佐
本字都南

坂市畠村木

歳歳々

亀千

町代博恵重

北緑千

川市

光子義

濃３田美

昌信由
雄丁町 一

目１ －

佐

内丈文良

嶌部橋藤

京武

野野日
２

海
北司勤明雄

鈴

美茂勲子
ろ

洋ひ

瀬藤 金

一紀

村江川木

澤赤宮

博裕幸

政道啓正

交田井
健

堀栗名原

夏小山菅

義

２

礼

町向

条 浜番 ６西
１１ －地
丁
目

一
三

１丁
番目

旧 挙
選

道

２
地

号番
１９

長
員容

委
会

員
委

理
管

平
成

支
路

同同同釧

茂郎光智

勝
上十同同

子市進研

所

同同同後同

所所
支支

川

渡同

所所

支支

山志

同檜

支支

狩島

同石同同同同

所所

橋

務 月
康２届事同同同

年
）先局

之分出



び多

同同同石同お喜同

や夢浦

ろろ一

ひひ龍

井

く援

別後造後

幕す創幌

部会ら会

支援

北 海

く由

自同上日岡と同自

民茂商おだ民

由田本本
連む後党

主後工さ貢主

会水

紋会盟平援清

党援
地援部

支別後支

別登取

部

道 公 報

日日北 金四同ち

遺商連

田方ば世本本栄

夫後い族工合

え昌勲紀
治治

こ後援ち政政会

い

盟

名会の連連

う援会い

後北富

寄会盟

第

由泉

久同川菅ド自同今

恭孝幸ー民つ

田口野リ
党お

弘太一ム主ね

後郎氏
歩神海援

援後と東北後

会支遺

会む楽道会

会援

号

忠昌
鳥橋

白高

平世幸
成後後
十援援
四会会

年
四

た

代主代同会主同代

ぶ 区会

責 るる 表表表 計 た

代会代同政主会主

盟
連

責 るる 表表治 計計 たた

区
本地

会道野

援海良

責

代会主同会同主
盟

連
部

るるる 表計計 たたた

主 会同代
部

支
会

部族

責責

表 計計 たた

代会主代主

責責 るる 表表

月
二
日

火

曜

代主

日

務 任 者者者 事事

る 表
た

の のの ののの 者 所所

務

地名

在在 氏 氏氏氏 所所

喜水山帯十元

名地名名
野名市郡木

川広勝

浅中

茂４幌一

幕西浦

野郡多

任任 者者団事事
克別龍

の のの 者者 所所 体務務
氏 名 氏氏所所 のの のの

名名名称地名地

在在 氏

冠川

西森進上岡新徳上
清

本本藤田お郡田郡

本

征秀勝俊む冠利水

さ新

所

務務務 任任 者 事事事

のの ののの の者者 所所

地

在在在 氏氏 氏 所所所

富旭遠日名

地名名地名
藤下市

寄良川寄

名小日

３

西市永西

市池向野市

任 者者者 事事

３若山博

ののの 者者 所所

務務 任

氏 氏氏氏 所所 のの のの

名名地名地名名

在在 氏
張張

渕小夕吉夕宮遠杉

栗栗

上澤郡本郡口藤村

所
務 者事

裕憲山龍山博

白古宅

名地
在
氏所

の の

郎

町条町

紀恵
神
鳥郡
宇

富

哉字一男進南帯

途
別丁
目－
１ －

取字勝南

平町町

地

２番

援婦条

後節２

幸規哉朗

丁

会町７
目

条 条松
３５

南修猛町条武行南

目目

丁番丁丁

５４

目

号４
番

二中吉中知武史

町町

号

目目

丁丁

３３

央央

夫

神
字
大
代村
内

地地

番番 村
内
恵

千石菊帯十差

十
五

３
の

中
葉井地市郡間

須川広勝
幌佐

幕西浦

野郡
信別幹啓祥
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４２２４
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－
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２
－
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辺井と成
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武渡石次

田

お
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届 道治金
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理
管
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体 っ 理正
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第

氏川杉仲

管
金

資

口山野

団
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体
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事
出

項

号
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の 道
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治
選資
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成届 管規
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四が 委法
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テコ発委
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パ 会処よー る 員報にタ

コ

員を受ッ ソ 委理るネ
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倶古西
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。成在 る平

所 す
表

事の
所
務

動事

月代

４
年

項地
在
所

市路

張川路釧

夕旭釧ザ

山山広ル

栗永末ビ

郡市

お
出と
の 届
次 の
を 体

異

表成
公平
り

す

の占規ル実

月
。４
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ル月び、

提９ 説２日

第

３

話ァ

シ続担郵北電フ
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リ 委 の汎
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日
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火
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交）除。し、
場５

期ら。い出後
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、月付）所時
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交８時。及
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る方雇度
業

就
な
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制び
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告

示
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交で時
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ま
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５
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作に７
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４５
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執

約 審海話札

契北電入
の 項 を札号行

条 査道番

行幌
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者査アイウ
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請 の の、申申申申 条 こ
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２３

らな類 の

を道日に件

入次格査条
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す行国じ一
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加れ年るう内ら般
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達ニ
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び 場
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審条
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部－者海
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にな期法先 定 方でば出
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一
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昭に４のら

般
和よ月提な

り２出い－ 競

こ入
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争てと札
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に当告

に約資

要る第札契加
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約
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担
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９い警

第な道
立
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書日指

物会
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本
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をケ
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府
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た
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と札交交

和る入落
札
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規る交
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海に書
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第

６
入保

札 札金

入開開入以証入
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札下
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号

入
平
成
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四
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出を

た金もか入たし務
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入金価者

後の

書にとある定織

札

るかと速名

に１するこ

及

載未のを。や称

記円
の、わにび

さ満で問か

消 １て 札びる 要 第い

れ

２ 限の費 項、 に否他こ
規 。告等 規に る公税 の

す し定取 に定 ）にの 定

資 者るい りる ため扱 よ

に たを 落札 め格 を入 定
法

第に方

し 者関 予有 札

関所法

。る

号す
項海海話の

以事北北電

道道番場

下
務幌察で

財札警号所
交 規市本

す

則中部－付

」央総

る

と
付 」 うこ

納

－ と区務

い す。
の と 時所時金と

者

除 う る

免

、

納 ） 成にには

、 。 平
同同付 相

５。。の

方 当 年じじそ
の

等 を 月者

法 額

は 含

政 。 積

、 む 日見

月
二所

日

道場中

海会市

北札幌

火札央

幌郵区

曜

中に２

市送北

日

入ず消所

区る西

央よ条

税地

金数札、費在

た端

の

にあ参積等

額がに見

税 該とすっ課

当る加も

業 額は者契事 金きるた
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の消額で
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端費のあ 分
数税
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札し 範入反 のた違 限し
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い
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丁
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ま
条

た

時契
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に

海 す
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と 格
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道
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め
定
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で
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）

税札昭
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アイ
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階道課

１

体そ験

約身り受

名

及の資
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産共

財公
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務序
任秩

をと
護全
保安
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巡２約約約

査日 平
の 成人人人 ）
採

験
試 度用 年

と 北の ）次 回、 １を 第
海

道

警

察

本

に日び執札

お本契行説

い国約は明
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る手る。
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及停
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通等

番

海海話

北北電
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在

察幌
警札号

道道
本市

当
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、持
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、す
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罪

警り 道お

査
捜
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及
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上
長
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得
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計条
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八
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都
美
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疑
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イウエオ試
す方次

成禁る北日壊の
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被以で道国る法試

員法とび
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人刑と施を内
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第

注ア
の日

次
項籍 分分事国

区各本 区

いい有 年学年つのを

に

号

学
分 分

区

区

月 北ちあを試

二 見札りも験

日

、市すてを

市幌まっ等
ま

走つ知い

網に。お行

市いら

火

紋はし。

、てせす

曜

市受す

別、ま

日

札小函旭釧

申
験。

市市市市

日幌牧館川路
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静八名根
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町市市
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）千

内広

岩稚帯

、、、
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、留
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沢市市

見

す

は処ての張

又にし行
政

保ら戒以る
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そ

人、職に党

佐れ免後

そのお

禁執分て他

準の処いの

産を受日団

治行を、の

をわ、国を

者終け本体

い 齢歴齢はれな

てずし

を昭平に者

、か
当 和区除和成該 昭

分く年す
る 年以。年

月者 ４外）

採、 ２者２のは 月の月

用試 日日

受

歴

ら校らに験 か学か

校
学者

育成
教平
法

業
大卒

る月 験よ３
に年

り
よ
に
等
況

状
の

み
込 学

市
川市

滝萌

が
場
会
験
試

、
町
安
知
倶
、
市
樽

小
、

ま該法成

含る当憲結

室

又分は、

。で処又し

む

こ

そ日のは

はのそ又

）

２成に

執らにれ

のか下
し

受をし入

を年立加

行

し府者

る過政た

け経た

育和じ受 昭教昭応を

こ

らけ 和

法れる

るこ 年に年

者と ４よ

しで １高１とは 月る月

すま ま学ままき 日等日
生ん ににに。せ で校で

見

ま学ま。 生在

む
学含 資大を

期者
短込

を 格等
）
。
く）
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を

試次試口

エ
内
市
別
江

卒

内種種試 １験の験述 第

苫
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市
蘭

試容目目験 次

イウ

験札函旭釧北道験

試試

方方場

地幌館川路見会

力

がい暴

となを

方方方

くで

な者

次験成

者２試平

注第
ア

論に
文対試時

のた

れ中れ

試し験期年

者者者

た

警 験に

分
区

た
し
業

区区

試に 格て官 合い察 のつ
行る のをす へ験試適 者

もすか をま物 知い人 通

面面外

か て験う っ。ど

都

札函旭釧北首

面面面
市市市市圏

幌館川路見

み下 適及の月

験て６

市

ら

検文いか

作行旬 性

び

簡の。月

験す７ 査試ま

な定旬 試察単評下 記警
査び予 をと検並の 験官

作

分分
いてをに定 行し

検試試

文性養文

論適教

警簡警度主

験査験験

試

し

察 と試察単）と

主記

と検つて

官 し験官なに
し 思行し査い文

と てを

験養

試教

考いてをて章

官て
察い
警つ

別験

種試

知に お て一
し択 試と、

内個 ま、 して せい らつ
面
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一 接九

す ま職行適で
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験
試

査 。遂ま検。 す務い性
の 要果 必結 上。の 行す

第 び、 及は 質定 素判 な

必 力ま職行、に

て

１ 適

ま一る 要 、す務い択よ

知 現行す式表 な 表。遂

等必よ力 能 力上。に現

つな筆に び に要る等 及

て質試い 識 い素記つ 知

、及験て

文適行作 等

論びを、 高

知る 験

なよ
要に

必式

学

識を
知験
び試

及記
能筆

行

内

す
ま

い
行

卒す
学ま

大い

て合 い験 つ試 に次 性

。

にまに 校

式性い文

、格

い。る 業

よつすよ 卒

に 程 容業。

、

筆て程筆

る

に
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度
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査
検

力
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健 平康 成診 十断 四
年胸に 四

のしのに

号ホ験知降月
定用

、ム合ま予採

をー
海ー者。です

北ペ格す

警には場

道ジにする

本載書にも

察掲文既合

及ま通学り

部しで大あ

北しをす

びす知等ま

表

書発発

込格格

申合合

載は

記表
格

の成合

項平終

事、最

真

、

に月は

等５）

否年者

覚他
の

体胸視色そ

つ下

上おル両は正身

重囲力

でに

おお眼 以矯常体

お

ねも視あ障

むむと 上正
裸力る害

ね

視おとの

キセ眼がこそ

むの グチ力お。他

ロン

遂査査

務。務検検身

が

上上行目長

行行を項

遂

お以

要要まおル

必必い

ね

体身。む上

ななす男
身 力体

をを
かチ てるン しすセ 有有

部よ

い
月疾る 二患検 日

症ま
染い

感行
びを

及査

火

患。
疾す

曜

有
の

日

、卒。 、
無

海
道第業）

警２し。

察次て

の試い

各験る

方の者

面受に

本験つ

部者い

のにて

掲はは

示全、

ての成

い旬平

板員平

行予
上

すす月

まで８

い定年

メ

。
す
で
定
予
の
旬

。。

常 ムーおね異 ラ

お

が 以ト

い お上上 ねな 以 む

おでこ

こ。 上 ねると 以 むあ
で

と ラ

こ グ

る ロ。 あ

キと

かト かう性ー るど体メ

女お以 かつおル うに

ど
い、ね つてむ上 基 にい

て次

査準チ 準 検基ン

、のセ

康
健
他

の
そ

力
聴

をにメ て
い
つ
に
態
状

に成 に
掲合
。 示否年 ）
しの

、
れ験受内朱入

さ受アイ
便大
書 ま手験申の郵る

書寄にき
し す続申込最

び書はりよさ
、 。及込

期等上ま被勤 大短高れ
。のに 学大学記す服務
要 卒卒卒ほ支必 学校の

以又
、 ム

か給

歴 与給給験す学 給経ま

び及及あ）
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ま身

いりト

行よ性ー

遇

９

採かさ進定

業６置昇所

だき用月れのの

合たで
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者しなさ間ま道年

格
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８

師
医
、

、

平格
合

ら
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分

用
年採
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採しるく 求 部求すて 請
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、な

扶制
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下

住靴

、、
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手、 約約約

居
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。
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